RBSS 0003-7:2018
RBSS 0003-7:2018

RBSS基準（優良防犯機器認定基準）
RBSS 0003-7　デジタルレコーダ（防犯用）認定基準　付録資料
目 次
	資料No.
	付録資料　名称
	頁

	01
	RBSS画質（静止画）について
「デジタルレコーダ（防犯用）評価画像（DVD版）」と「RBSS画質(静止画)評価シート(Ver.5.0)」を用いたデジタルレコーダ（防犯用）の評価・判定ガイドライン
	1

	02
	RBSS画質（静止画）について

「RBSS画質A3（静止画）評価チャート」と「RBSS画質（静止画）評価シート(Ver.5.0)」を用いたデジタルレコーダ（防犯用）の評価・判定ガイドライン
	3

	03
	RBSSフレーム画質（静止画）について

「RBSS画質A3（静止画）評価チャート」と「RBSSフレーム画質（静止画）評価シート(Ver.1.0)」を用いたデジタルレコーダ（防犯用）の評価・判定ガイドライン
	7

	04
	RBSS高画素画質（静止画）について

「RBSS画質A2（静止画）評価チャート」と「RBSS高画素画質（静止画）評価シート(Ver.2.0)」を用いたデジタルレコーダ（防犯用）の評価・判定ガイドライン
	11

	05
	RBSS 4K解像度画質（静止画）について

「RBSS画質 4K評価チャート」と「RBSS 4K解像度画質（静止画）評価シート(Ver.1.0)」を用いたデジタルレコーダ（防犯用）の評価・判定ガイドライン
	20

	06
	高度セキュリティ機能の評価方法
	27

	07
	「デジタルレコーダの標準構成について」は、

作成要領書に記載のため、付録資料から削除
	－

	08
	「別紙-1　推奨スイッチングハブ一覧について」は、

作成要領書に記載のため、付録資料から削除
	－

	09
	別紙2　推奨スイッチングハブ機能・性能確認用チェックシートについて
	30

	10
	UPS連動機能　確認用チェックシート
	34

	－
	IP-IF用語
	36


[image: image2.png]CMYKSGSJ

395 "u"Tl ot




[image: image3.jpg]FI9IL2—¥ (RHIER) FHEER

o ODPD(EFENF IV

12} OB IS (05 B L aE
RN G e

@ [EVEN(EE) IR 0562t BaEs:

HEFEcEWTOD~DD5E
RO EHAICER BETE DERZESHEAIESLY,





[image: image4.jpg]*CMYK6GS4

2»RGBHJ743Y2SUTF |

U135PAS
XZSAPIUYT

305812 1%





[image: image5.jpg]CMYK6GS4
‘F!G[ A 2 g

CMYKGGS4

. ~_ RGBHJ743Y

L?

3958‘*;”5?5}?





【付録資料01】　RBSS画質（静止画）について
「デジタルレコーダ（防犯用）評価画像（DVD版）」と「RBSS画質(静止画)評価シート(Ver.5.0)」を
用いたデジタルレコーダ（防犯用）の評価・判定ガイドライン
評価画像（DVD版）による評価は、(2)項評価シートと評価ガイドラインについて、に基づいて行ってください。

また、各評価において使用した評価画像のNo.（①）を(3) 評価シート右上欄に記載してください。

（1） 評価映像（DVD版）のイメージ
TOPメニュー画面　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                        　　評価映像
[image: image6.jpg]3958;mm;'




[image: image7.jpg]



[image: image8.jpg]CF‘NVK()G"?-&





「評価画像（DVD版）による測定方法」
①　DVDプレーヤーに測定する被測定機器｢NTSC対応デジタルレコーダ（防犯用）｣を接続し、再生出力にモニタを接続する。
②　DVDプレーヤーに“デジタルレコーダ（防犯用）評価画像 【DVD版 Version 1.0】”を入れ、TOPメニューの標準画像などから、最も鮮明に記録・再生できる画像を再生する。
③　被測定機器｢NTSC対応デジタルレコーダ（防犯用）｣で全ての調査画質を選定し記録する。調査画質を再生し各画角の評価チャートを評価する。
④　画像圧縮方式を右上に記載する。
(2)評価シートと評価ガイドラインについて
①　共通機能「5.1.2　記録画質と画像サイズ」に評価画像(DVD)を使用する場合には、【付録資料02】　「RBSS画質（静止画）評価シート(Ver.5.0)」
と「RBSS画質（静止画）評価ガイドライン(Ver.5.0)」を使用すること。

②　高度機能「5.2.5フレーム記録」に、評価画像（DVD版）を使用する場合には、【付録資料03】 「RBSSフレーム画質（静止画）評価シート(Ver.1.0)」

と「RBSSフレーム画質（静止画）評価ガイドライン(Ver.1.0)」を、使用すること。

【付録資料02】　RBSS画質(静止画)について
「RBSS画質A3（静止画）評価チャート」と「RBSS画質（静止画）評価シート(Ver.5.0)」を用いたデジタルレコーダ（防犯用）の評価・判定ガイドライン
(1)評価映像　「RBSS画質A3(静止画)評価チャート」
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「測定方法」
①　「NTSC対応防犯カメラまたはIP-IF対応防犯カメラ」で、基準項目に合わせて「RBSS画質A3(静止画)評価チャート」を反射が起こりにくい適度の照度下で撮影する。
②　撮影画角を、評価チャートの△外側枠線いっぱいとして撮影し、モニタ（PCモニタ）に映し出し評価を行う。
③　基準項目に合わせて被測定機器「NTSC対応デジタルレコーダ（防犯用）]または被測定機器「IP-IF対応デジタルレコーダ（防犯用）」にて、映像を記録する。
④　モニタ（PCモニタ）上に評価チャートの　△外側枠線いっぱいが映し出されるようにして評価を行う。
⑤　評価は「RBSS画質（静止画）評価シート(Ver.5.0)」を使用する。
(2)評価シート　「RBSS画質（静止画）評価シート(Ver.5.0)」
	会社名
	
	
	測定日
	

	型式（機種名）
	
	
	使用した評価画像
	【    チャート】【評価DVD No　】

	記載方法：
	
	画像圧縮方式
	

	
	
	
	
	


①　使用した評価画像を右上に記載する。また、モニタ（PCモニタ）上の映像で評価を行う。
②　全ての調査画質を選定し記録する。但し、IP-IF対応機器の場合はRBSS画質を満たす上限と下限の画質記載のみも可とする。
③　画像圧縮方式を右上に記載する。画像データ量は、画質欄に静止画の場合は[KB]、動画の場合は[kbps]で記載する。
	画　　　質
	画角
	人物チャート
	モニタ上
	カラーチャート
	モニタ上
	文字・数字チャート
	モニタ上

	最高画質
	C
	人物の目鼻がはっきり見える、人相が識別できる
	
	色が判別できる

（8色以上）
	
	③の文字が読める
	

	画質名（　1　　　　　　　）
	B
	人物の目鼻の特徴が分かる
	
	色が判別できる

（6色以上）
	
	①の文字が読める
	

	[　　　KB・kbps]
	A
	男女の区別がつく
	
	原色が判別できる

（赤、緑、青）
	
	⑤の文字が読める
	

	2番目の高画質
	C
	人物の目鼻がはっきり見える、人相が識別できる
	
	色が判別できる

（8色以上）
	
	③の文字が読める
	

	画質名（　2　　　　　　　）
	B
	人物の目鼻の特徴が分かる
	
	色が判別できる

（6色以上）
	
	①の文字が読める
	

	[　　　KB・kbps]
	A
	男女の区別がつく
	
	原色が判別できる

（赤、緑、青）
	
	⑤の文字が読める
	

	3番目の高画質
	C
	人物の目鼻がはっきり見える、人相が識別できる
	
	色が判別できる

（8色以上）
	
	③の文字が読める
	

	画質名（　3　　　　　　　）
	B
	人物の目鼻の特徴が分かる
	
	色が判別できる

（6色以上）
	
	①の文字が読める
	

	[　　　KB・kbps]
	A
	男女の区別がつく
	
	原色が判別できる

（赤、緑、青）
	
	⑤の文字が読める
	

	4番目の高画質
	C
	人物の目鼻がはっきり見える、人相が識別できる
	
	色が判別できる

（8色以上）
	
	③の文字が読める
	

	画質名（　4　　　　　　　）
	B
	人物の目鼻の特徴が分かる
	
	色が判別できる

（6色以上）
	
	①の文字が読める
	

	[　　　KB・kbps]
	A
	男女の区別がつく
	
	原色が判別できる

（赤、緑、青）
	
	⑤の文字が読める
	

	5番目の高画質
	C
	人物の目鼻がはっきり見える、人相が識別できる
	
	色が判別できる

（8色以上）
	
	③の文字が読める
	

	画質名（　5　　　　　　　）
	B
	人物の目鼻の特徴が分かる
	
	色が判別できる

（6色以上）
	
	①の文字が読める
	

	[　　　KB・kbps]
	A
	男女の区別がつく
	
	原色が判別できる

（赤、緑、青）
	
	⑤の文字が読める
	


(3) 評価ガイドライン　「RBSS画質（静止画）評価ガイドライン(Ver.5.0)」
判定の詳細

	■　人物チャート
	判断者には、下記判断する特徴点の評価基準を説明し評価させる。

判定者は下記特徴点でＯＫになった数字項目を上記シートに記入して、さらにOKかNG記号を記入する。

	画角C
	人物チャートの画角で「人物の目鼻がはっきり見える、人相が識別できる」とは、以下の特徴点での判断による。

①と②は必須、③～⑥の4項目中3項目がOKであれば、全体でOKとする。

	
	特徴点
	判断基準

	
	①あごの形状がわかる
	あごの輪郭の境がわかるだけではNG、あごの輪郭が歪むが左右の違いがわかればOK。

	
	②女性のほほのふくらみがわかる
	ほほの輪郭の境がわかるだけではNG、ほほの輪郭が歪むが盛り上がりがわかればOK。

	
	③眉の形状がわかる
	眉とは分からないが何か映っているだけではNG、眉の輪郭が歪むが眉とわかればOK。

	
	④歯並びがわかる
	歯とは分からないが何か映っているだけではNG、歯であることがわかればOK。

	
	⑤男性の髪の分け目がわかる
	分け目らしきものが見えるだけではNG、分け目の輪郭は歪むが分け目としてわかればOK。

	
	⑥男性の白目がわかる
	白目らしきものが映っているだけではNG、輪郭は歪むが白目と黒目の区別がつけばOK。

	画角B
	人物チャートの画角で「人物の目鼻の特徴が分かる」とは、以下の特徴点での判断による。2項目ともOKであること。

	
	特徴点
	判断基準

	
	①目と鼻が特定できる
	目と鼻の区別がつく場合（両者の中心がわかる及びそれらの距離関係が判る）はOK。

	
	②あごの輪郭がわかる
	あごの輪郭の境がわかる場合はOK。

	画角A
	人物チャートの画角で「男女の区別がつく」とは、以下の特徴点での判断による。

	
	特徴点
	判断基準

	
	①左の男性と右の女性の区別がつく
	左と右の人物を見比べて、髪の長さから男性と女性を区別して指摘できればOK。


	■　文字・数字チャート
	判断者は元の文字内容を知らない者が行い、判断者が判読文字を読み上げ判定者が記録する。

判定者は合否にあたって、「1とＩ」「5とS」「DとO（オー）と0（ゼロ）」「2とZ」の文字の場合においては、各々の組合せ内での読み間違いは合と判定する。

判定者は記録された判断者の文字について合否判定し、さらに画角毎の基準にもとづく合否判定する。

	画角C
	判断者には「文字・数字チャートの上から3番目③の文字は21文字の英字または数字である」ことを告げてから判断させる。

	
	記録された判断者の文字について合否判定し合っている文字数を記入して、さらに下記基準にもとづきOKかNGを記入する。

	
	判断基準：21文字の合否を判定し、60％以上の13文字以上が正しく回答されていればOKとする。

	画角B
	判断者には「文字・数字チャートの一番上①の文字は8文字の英字または数字である」ことを告げてから判断させる。

	
	記録された判断者の文字について合否判定し合っている文字数を記入して、さらに下記基準にもとづきOKかNGを記入する。

	
	判断基準：8文字の合否を判定し、60％以上の5文字以上が正しく回答されていればOKとする。

	画角A
	判断者には「文字・数字チャートの一番左下⑤の文字は4文字の数字である」ことを告げてから判断させる。

	
	記録された判断者の文字について合否判定し合っている文字数を記入して、さらに下記基準にもとづきOKかNGを記入する。

	
	判断基準：4文字の合否を判定し、50％以上の2文字以上が正しく回答されていればOKとする。


【付録資料03】　RBSSフレーム画質（静止画）について
「RBSS画質A3（静止画）評価チャート」と「RBSSフレーム画質（静止画）評価シート(Ver.1.0)」を用いたデジタルレコーダ（防犯用）の評価・判定ガイドライン
(1)評価映像　「RBSS画質A3(静止画)評価チャート」
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「測定方法」
①　基準項目に合わせて「NTSC対応防犯カメラまたはIP-IF対応防犯カメラ」にて、「RBSS画質A3(静止画)評価チャート」を反射が起こりにくい適度の照度下で撮影する。
②　撮影画角を、評価チャートの△外側枠線いっぱいとして撮影し、モニタ（PCモニタ）に映し出し評価を行う。
③　基準項目に合わせて被測定機器[NTSC対応デジタルレコーダ（防犯用）]または被測定機器「IP-IF対応デジタルレコーダ（防犯用）」にて、映像を記録する。
④　モニタ（PCモニタ）上に評価チャートの　△外側枠線いっぱいが映し出されるようにして評価を行う。
⑤　評価は「RBSSフレーム画質（静止画）評価シート(Ver.1.0)」を使用する。
(2)評価シート　「RBSSフレーム画質（静止画）評価シート(Ver.1.0)」
	会社名
	
	
	測定日
	

	型式（機種名）
	
	
	使用した評価画像
	【    チャート】【評価DVD No　】

	記載方法：
	
	画像圧縮方式
	

	
	
	
	
	


①　使用した評価画像を右上に記載する。また、モニタ（PCモニタ）上の映像で評価を行う。
②　全ての調査画質を選定し記録する。但し、IP-IF対応機器の場合はRBSS画質を満たす上限と下限の画質記載のみも可とする。
③　画像圧縮方式を右上に記載する。画像データ量は、画質欄に静止画の場合は[KB]、動画の場合は[kbps]で記載する。
	画　　　質
	画角
	人物チャート
	モニタ上
	カラーチャート
	モニタ上
	文字・数字チャート
	モニタ上

	最高画質
	C
	人物の目鼻がはっきり見える、人相が識別できる
	
	色が判別できる

（8色以上）
	
	③の文字が読める
	

	画質名（　1　　　　　　　）
	B
	人物の目鼻の特徴が分かる
	
	色が判別できる

（6色以上）
	
	①の文字が読める
	

	[　　　KB・kbps]
	A
	男女の区別がつく
	
	原色が判別できる

（赤、緑、青）
	
	⑤の文字が読める
	

	2番目の高画質
	C
	人物の目鼻がはっきり見える、人相が識別できる
	
	色が判別できる

（8色以上）
	
	③の文字が読める
	

	画質名（　2　　　　　　　）
	B
	人物の目鼻の特徴が分かる
	
	色が判別できる

（6色以上）
	
	①の文字が読める
	

	[　　　KB・kbps]
	A
	男女の区別がつく
	
	原色が判別できる

（赤、緑、青）
	
	⑤の文字が読める
	

	3番目の高画質
	C
	人物の目鼻がはっきり見える、人相が識別できる
	
	色が判別できる

（8色以上）
	
	③の文字が読める
	

	画質名（　3　　　　　　　）
	B
	人物の目鼻の特徴が分かる
	
	色が判別できる

（6色以上）
	
	①の文字が読める
	

	[　　　KB・kbps]
	A
	男女の区別がつく
	
	原色が判別できる

（赤、緑、青）
	
	⑤の文字が読める
	

	4番目の高画質
	C
	人物の目鼻がはっきり見える、人相が識別できる
	
	色が判別できる

（8色以上）
	
	③の文字が読める
	

	画質名（　4　　　　　　　）
	B
	人物の目鼻の特徴が分かる
	
	色が判別できる

（6色以上）
	
	①の文字が読める
	

	[　　　KB・kbps]
	A
	男女の区別がつく
	
	原色が判別できる

（赤、緑、青）
	
	⑤の文字が読める
	

	5番目の高画質
	C
	人物の目鼻がはっきり見える、人相が識別できる
	
	色が判別できる

（8色以上）
	
	③の文字が読める
	

	画質名（　5　　　　　　　）
	B
	人物の目鼻の特徴が分かる
	
	色が判別できる

（6色以上）
	
	①の文字が読める
	

	[　　　KB・kbps]
	A
	男女の区別がつく
	
	原色が判別できる

（赤、緑、青）
	
	⑤の文字が読める
	


(3) 評価ガイドライン 「RBSSフレーム画質（静止画）評価ガイドライン(Ver.1.0)」
判定の詳細

	■　人物チャート
	判断者には、下記判断する特徴点の評価基準を説明し評価させる。

判定者は下記特徴点でＯＫになった数字項目を上記シートに記入して、さらにOKかNG記号を記入する。

	画角C
	人物チャートの画角で「人物の目鼻がはっきり見える、人相が識別できる」とは、以下の特徴点での判断による。

①と②は必須、③～⑥の4項目中3項目がOKであれば、全体でOKとする。

	
	特徴点
	判断基準

	
	①あごの形状がわかる
	あごの輪郭の境がわかるだけではNG、あごの輪郭が歪むが左右の違いがわかればOK。

	
	②女性のほほのふくらみがわかる
	ほほの輪郭の境がわかるだけではNG、ほほの輪郭が歪むが盛り上がりがわかればOK。

	
	③眉の形状がわかる
	眉とは分からないが何か映っているだけではNG、眉の輪郭が歪むが眉とわかればOK。

	
	④歯並びがわかる
	歯とは分からないが何か映っているだけではNG、歯であることがわかればOK。

	
	⑤男性の髪の分け目がわかる
	分け目らしきものが見えるだけではNG、分け目の輪郭は歪むが分け目としてわかればOK。

	
	⑥男性の白目がわかる
	白目らしきものが映っているだけではNG、輪郭は歪むが白目と黒目の区別がつけばOK。

	画角B
	人物チャートの画角で「人物の目鼻の特徴が分かる」とは、以下の特徴点での判断による。2項目ともOKであること。

	
	特徴点
	判断基準

	
	①目と鼻が特定できる
	目と鼻の区別がつく場合（両者の中心がわかる及びそれらの距離関係が判る）はOK。

	
	②あごの輪郭がわかる
	あごの輪郭の境がわかる場合はOK。

	画角A
	人物チャートの画角で「男女の区別がつく」とは、以下の特徴点での判断による。

	
	特徴点
	判断基準

	
	①左の男性と右の女性の区別がつく
	左と右の人物を見比べて、髪の長さから男性と女性を区別して指摘できればOK。


	■　文字・数字チャート
	判断者は元の文字内容を知らない者が行い、判断者が判読文字を読み上げ判定者が記録する。

判定者は合否にあたって、「1とＩ」「5とS」「DとO（オー）と0（ゼロ）」「2とZ」の文字の場合においては、各々の組合せ内での読み間違いは合と判定する。

判定者は記録された判断者の文字について合否判定し、さらに画角毎の基準にもとづく合否判定する。

	画角C
	判断者には「文字・数字チャートの上から3番目③の文字は21文字の英字または数字である」ことを告げてから判断させる。

	
	記録された判断者の文字について合否判定し合っている文字数を記入して、さらに下記基準にもとづきOKかNGを記入する。

	
	判断基準：21文字の合否を判定し、100％の21文字が正しく回答されていればOKとする。

	画角B
	判断者には「文字・数字チャートの一番上①の文字は8文字の英字または数字である」ことを告げてから判断させる。

	
	記録された判断者の文字について合否判定し合っている文字数を記入して、さらに下記基準にもとづきOKかNGを記入する。

	
	判断基準：8文字の合否を判定し、100％の8文字が正しく回答されていればOKとする。

	画角A
	判断者には「文字・数字チャートの一番左下⑤の文字は4文字の数字である」ことを告げてから判断させる。

	
	記録された判断者の文字について合否判定し合っている文字数を記入して、さらに下記基準にもとづきOKかNGを記入する。

	
	判断基準：4文字の合否を判定し、100％の4文字が正しく回答されていればOKとする。


【付録資料04】　RBSS高画素画質（静止画）
「RBSS画質A2（静止画）評価チャート」と「RBSS高画素画質（静止画）評価シート(Ver.2.0)」を用いた
[image: image11.png]


防犯カメラの評価・判定ガイドライン
(1)評価映像　「RBSS画質A2(静止画)評価チャート」
「測定方法」

①IP-IF対応防犯カメラ（メガピクセル）は、「IP-IF対応デジタルレコーダ（防犯用）」に接続し表示用モニタに接続するか、あるいは再生専用のPCに接続する。

②IP-IF対応防犯カメラ（メガピクセル）で「RBSS画質（静止画）A2評価チャート」を反射が起こりにくい適度の照明下で撮影し記録する。
③「RBSS画質（静止画）A2評価チャート」は、右上、左上、右下、左下の4ブロックで1組になっている。またA2評価チャートの中心から最も遠い角にある画角Ｂの文字・数字チャート4枚は今後の評価検討用の画像で、IP-IF対応デジタルレコーダ（防犯用）の評価には使用しない。

④「RBSS画質（静止画）A2評価チャート」はIP-IF対応防犯カメラ（メガピクセル）の持つ2つのアスペクト比（4:3と16:9）に対応できるようになっている。アスペクト比にあわせて、撮影範囲を決めて撮影する。

⑤IP-IF対応防犯カメラ（メガピクセル）の画質で、最高画質、下限値画質及び下限値画質の一つ上の画質を選定し記録する。該当調査画質を再生しブロック毎の各画角の評価チャートを評価する。

⑥メガピクセル画像評価シートは画像圧縮方式と1枚あたりのデータサイズを記載する。動画圧縮方式の場合には1枚あたりの平均データサイズでも良い。
(2)評価シート　「RBSS高画素画質（静止画）評価シート(Ver. 2.0)」
	会社名
	

	（　）対応防犯カメラ
型式とレンズ型式
	[　　　　　　　　　　][　　　　　　　　]

[F値　　　　]

	（　）対応デジタルレコーダ　型式（機種名）
	


	測定年月日
	

	①　画像圧縮方式
②　データサイズ
	①　[　　　　　　　　方式]

②　画質欄へ記載のこと

	画像サイズ.
	【　】[1280×960] 【】[1280×720] 【 】[1280×1024]


	提出した画像No.・名称
	


(2-1)　「RBSS高画素画質（静止画）評価シート(Ver.2.0) 右上」
	画像（画質設定レベル）
	画角
	人物チャート
	モニタ上
	カラーチャート
	モニタ上
	文字・数字チャート
	モニタ上

	最高画質
	C
	人物の目鼻がはっきり見える、人相が識別できる
	
	色が判別できる

（8色以上）
	[　]色
	③の文字が読める
	[　　]文字

	画質名（　　　　　　　　）
	B
	人物の目鼻の特徴が分かる
	
	色が判別できる

（6色以上）
	[　]色
	①の文字が読める
	[　　]文字

	データサイズ　[　　　KB]
	A
	男女の区別がつく
	
	原色が判別できる

（赤、緑、青）
	[　]色
	⑤の文字が読める
	[　　]文字

	下限値画質より１つ上の画質
	C
	人物の目鼻がはっきり見える、人相が識別できる
	
	色が判別できる

（8色以上）
	[　]色
	③の文字が読める
	[　　]文字

	画質名（　　　　　　　　）
	B
	人物の目鼻の特徴が分かる
	
	色が判別できる

（6色以上）
	[　]色
	①の文字が読める
	[　　]文字

	データサイズ　[　　　KB]
	A
	男女の区別がつく
	
	原色が判別できる

（赤、緑、青）
	[　]色
	⑤の文字が読める
	[　　]文字

	下限値画質
	C
	人物の目鼻がはっきり見える、人相が識別できる
	
	色が判別できる

（8色以上）
	[　]色
	③の文字が読める
	[　　]文字

	画質名（　　　　　　　　）
	B
	人物の目鼻の特徴が分かる
	
	色が判別できる

（6色以上）
	[　]色
	①の文字が読める
	[　　]文字

	データサイズ　[　　　KB]
	A
	男女の区別がつく
	
	原色が判別できる

（赤、緑、青）
	[　]色
	⑤の文字が読める
	[　　]文字


(2-2)　「RBSS高画素画質（静止画）評価シート(Ver. 2.0) 左上」
	画像（画質設定レベル）
	画角
	人物チャート
	モニタ上
	カラーチャート
	モニタ上
	文字・数字チャート
	モニタ上

	最高画質
	C
	人物の目鼻がはっきり見える、人相が識別できる
	
	色が判別できる

（8色以上）
	[　]色
	③の文字が読める
	[　　]文字

	画質名（　　　　　　　　）
	B
	人物の目鼻の特徴が分かる
	
	色が判別できる

（6色以上）
	[　]色
	①の文字が読める
	[　　]文字

	データサイズ　[　　　KB]
	A
	男女の区別がつく
	
	原色が判別できる

（赤、緑、青）
	[　]色
	⑤の文字が読める
	[　　]文字

	下限値画質より１つ上の画質
	C
	人物の目鼻がはっきり見える、人相が識別できる
	
	色が判別できる

（8色以上）
	[　]色
	③の文字が読める
	[　　]文字

	画質名（　　　　　　　　）
	B
	人物の目鼻の特徴が分かる
	
	色が判別できる

（6色以上）
	[　]色
	①の文字が読める
	[　　]文字

	データサイズ　[　　　KB]
	A
	男女の区別がつく
	
	原色が判別できる

（赤、緑、青）
	[　]色
	⑤の文字が読める
	[　　]文字

	下限値画質
	C
	人物の目鼻がはっきり見える、人相が識別できる
	
	色が判別できる

（8色以上）
	[　]色
	③の文字が読める
	[　　]文字

	画質名（　　　　　　　　）
	B
	人物の目鼻の特徴が分かる
	
	色が判別できる

（6色以上）
	[　]色
	①の文字が読める
	[　　]文字

	データサイズ　[　　　KB]
	A
	男女の区別がつく
	
	原色が判別できる

（赤、緑、青）
	[　]色
	⑤の文字が読める
	[　　]文字


(2-3)　「RBSS高画素画質（静止画）評価シート(Ver. 2.0) 右下」
	画像（画質設定レベル）
	画角
	人物チャート
	モニタ上
	カラーチャート
	モニタ上
	文字・数字チャート
	モニタ上

	最高画質
	C
	人物の目鼻がはっきり見える、人相が識別できる
	
	色が判別できる

（8色以上）
	[　]色
	③の文字が読める
	[　　]文字

	画質名（　　　　　　　　）
	B
	人物の目鼻の特徴が分かる
	
	色が判別できる

（6色以上）
	[　]色
	①の文字が読める
	[　　]文字

	データサイズ　[　　　KB]
	A
	男女の区別がつく
	
	原色が判別できる

（赤、緑、青）
	[　]色
	⑤の文字が読める
	[　　]文字

	下限値画質より１つ上の画質
	C
	人物の目鼻がはっきり見える、人相が識別できる
	
	色が判別できる

（8色以上）
	[　]色
	③の文字が読める
	[　　]文字

	画質名（　　　　　　　　）
	B
	人物の目鼻の特徴が分かる
	
	色が判別できる

（6色以上）
	[　]色
	①の文字が読める
	[　　]文字

	データサイズ　[　　　KB]
	A
	男女の区別がつく
	
	原色が判別できる

（赤、緑、青）
	[　]色
	⑤の文字が読める
	[　　]文字

	下限値画質
	C
	人物の目鼻がはっきり見える、人相が識別できる
	
	色が判別できる

（8色以上）
	[　]色
	③の文字が読める
	[　　]文字

	画質名（　　　　　　　　）
	B
	人物の目鼻の特徴が分かる
	
	色が判別できる

（6色以上）
	[　]色
	①の文字が読める
	[　　]文字

	データサイズ　[　　　KB]
	A
	男女の区別がつく
	
	原色が判別できる

（赤、緑、青）
	[　]色
	⑤の文字が読める
	[　　]文字


(2-4)　「RBSS高画素画質（静止画）評価シート(Ver. 2.0) 左下」
	画像（画質設定レベル）
	画角
	人物チャート
	モニタ上
	カラーチャート
	モニタ上
	文字・数字チャート
	モニタ上

	最高画質
	C
	人物の目鼻がはっきり見える、人相が識別できる
	
	色が判別できる

（8色以上）
	[　]色
	③の文字が読める
	[　　]文字

	画質名（　　　　　　　　）
	B
	人物の目鼻の特徴が分かる
	
	色が判別できる

（6色以上）
	[　]色
	①の文字が読める
	[　　]文字

	データサイズ　[　　　KB]
	A
	男女の区別がつく
	
	原色が判別できる

（赤、緑、青）
	[　]色
	⑤の文字が読める
	[　　]文字

	下限値画質より１つ上の画質
	C
	人物の目鼻がはっきり見える、人相が識別できる
	
	色が判別できる

（8色以上）
	[　]色
	③の文字が読める
	[　　]文字

	画質名（　　　　　　　　）
	B
	人物の目鼻の特徴が分かる
	
	色が判別できる

（6色以上）
	[　]色
	①の文字が読める
	[　　]文字

	データサイズ　[　　　KB]
	A
	男女の区別がつく
	
	原色が判別できる

（赤、緑、青）
	[　]色
	⑤の文字が読める
	[　　]文字

	下限値画質
	C
	人物の目鼻がはっきり見える、人相が識別できる
	
	色が判別できる

（8色以上）
	[　]色
	③の文字が読める
	[　　]文字

	画質名（　　　　　　　　）
	B
	人物の目鼻の特徴が分かる
	
	色が判別できる

（6色以上）
	[　]色
	①の文字が読める
	[　　]文字

	データサイズ　[　　　KB]
	A
	男女の区別がつく
	
	原色が判別できる

（赤、緑、青）
	[　]色
	⑤の文字が読める
	[　　]文字


(3)　評価ガイドライン 「RBSS高画素画質（静止画）評価ガイドライン(Ver. 2.0)」
判定の詳細

	■　人物チャート
	判断者には、下記判断する特徴点の評価基準を説明し評価させる。

判定者は下記特徴点でＯＫになった特徴点番号を上記シートに記入して、さらにOKかNG記号を記入する。

	画角C
	人物チャートの画角で「人物の目鼻がはっきり見える、人相が識別できる」とは、以下の特徴点での判断による。

①と②は必須、③～⑥の4項目中3項目がOKであれば、全体でOKとする。評価シートには、全体がNGでもOKでも、OKの特徴点番号を記載する。

	
	特徴点
	判断基準

	
	①あごの形状がわかる
	あごの輪郭の境がわかるだけではNG、あごの輪郭が歪むが左右の違いがわかればOK。

	
	②女性のほほのふくらみがわかる
	ほほの輪郭の境がわかるだけではNG、ほほの輪郭が歪むが盛り上がりがわかればOK。

	
	③眉の形状がわかる
	眉とは分からないが何か映っているだけではNG、眉の輪郭が歪むが眉とわかればOK。

	
	④歯並びがわかる
	歯とは分からないが何か映っているだけではNG、歯であることがわかればOK。

	
	⑤男性の髪の分け目がわかる
	分け目らしきものが見えるだけではNG、分け目の輪郭は歪むが分け目としてわかればOK。

	
	⑥男性の白目がわかる
	白目らしきものが映っているだけではNG、輪郭は歪むが白目と黒目の区別がつけばOK。

	画角B
	人物チャートの画角で「人物の目鼻の特徴が分かる」とは、以下の特徴点での判断による。2項目ともOKであること。

	
	特徴点
	判断基準

	
	①目と鼻が特定できる
	目と鼻の区別がつく場合（両者の中心が見える及びそれらの距離関係が判る）はOK。

	
	②あごの輪郭がわかる
	あごの輪郭の境がわかる場合はOK。

	画角A
	人物チャートの画角で「男女の区別がつく」とは、以下の特徴点での判断による。

	
	特徴点
	判断基準

	
	①左の男性と右の女性の区別がつく
	左と右の人物を見比べて、髪の長さから男性と女性を区別して指摘できればOK。


	■　文字・数字チャート
	判断者は元の文字内容を知らない者が行い、判断者が判読文字を読み上げ判定者が記録する。

判定者は合否にあたって、「1とＩ」「5とS」「DとO（オー）と0（ゼロ）」「2とZ」の文字の場合においては、各々の組合せ内での読み間違いは合と判定する。

判定者は記録された判断者の文字について合否判定し、さらに画角毎の基準にもとづく合否判定する。

	画角C
	判断者には「文字・数字チャートの上から3番目③の文字は21文字の英字または数字である」ことを告げてから判断させる。

	
	記録された判断者の文字について合否判定し合っている文字数を記入して、さらに下記基準にもとづきOKかNGを記入する。

	
	判断基準：21文字の合否を判定し、100％の21文字が 正しく回答されていればOKとする。

	画角B
	判断者には「文字・数字チャートの一番上①の文字は8文字の英字または数字である」ことを告げてから判断させる。

	
	記録された判断者の文字について合否判定し合っている文字数を記入して、さらに下記基準にもとづきOKかNGを記入する。

	
	判断基準：8文字の合否を判定し100％の8文字が 正しく回答されていればOKとする。

	画角A
	判断者には「文字・数字チャートの一番左下⑤の文字は4文字の数字である」ことを告げてから判断させる。

	
	記録された判断者の文字について合否判定し合っている文字数を記入して、さらに下記基準にもとづきOKかNGを記入する。

	
	判断基準：4文字の合否を判定し、100％の4文字が 正しく回答されていればOKとする。


(4)　 「RBSS高画素画質（静止画）評価　下限値画像　(Ver.1.0)」
平成30年RBSS基準改正により、「RBSS高画素画質（静止画）評価シート(Ver.1.0) 」で各社評価した上で、申請提出物は申請型式の最高画質の画像、下限値画質の画像及び下限値の一つ上の画質の画像の提出を必須になった。

提出画像が更に重要になったので、今まで提出された高解像度（メガピクセル）の画像審査で起きた問題点を記載するので、事前に十分準備してRBSS高画素画質（静止画）を決めること。

1 撮影の仕方の問題点

NTSC対応防犯カメラでは広角レンズで撮影する場合が多いが、同じようにメガピクセル防犯カメラでA2評価チャートを撮影すると、評価チャートが長方形でなく樽型に撮影される。樽型の画像では4隅のチャートが歪み文字数字や人物の顔の判定ができない。

A2評価チャートの各辺の▽△の先端の線が長方形に撮影できる様に、使用レンズのテレ端に近い状態にして遠距離から撮影すること。

照明の当たり具合が4象限で偏っている場合がある。照明が直接当たるとその部分が白く光り文字判別などができない場合がある。

バランスよく照明を当てて撮影すること。4隅「画角B」の片ボケが多い、全てにピントを合わせて撮影すること。

2 提出画像の画像サイズによりNGになる場合

高解像度（メガピクセル）の画像判定でNGと指摘されるポイントは、ハイビジョン、SXVGA及びフルハイビジョンの画像サイズ（解像度）による違いと、各社の画像処理方式による違いなどによって異なる。

ハイビジョンの場合には、一般的にRBSS高画素画質（静止画）として認められるのは最高画質のみという場合が多い。また、SXVGAの場合は、文字・数字チャート⑤で「3958」の「8」のつぶれや「3」が「）」になるケースでのNGが多い。

3 見えにくい画像と見えにくい文字

下限値に近づくほど見えにくくなる画像と文字があるので注意すること。下記はNG例である。

	人物の目鼻の特徴

男性の目の黒目と白めの境がまったく分からないので目の中心が分からない。
	⑤「3958」
「3958」の「8」がつぶれて上が丸に
見えない。「3」が「）」の場合もある。
	4 21文字

文字・数字チャートで、③21文字中の「9」の下の隙間が見えない。
	画質処理異常

エッジ強調をかけすぎ。色バランスが薄くなり白黒になっている。

	[image: image12.png]CMYK6GS4
AG





	[image: image13.png]



	[image: image14.png]FRIF
&
g






	
[image: image1]



【付録資料05】　RBSS 4K解像度画質（静止画）
「RBSS 4K評価チャート」を撮影し、「RBSS 4K解像度画質（静止画）評価シート(Ver.1.0)」を用いた
防犯カメラの評価・判定ガイドライン
(1)評価映像　「RBSS 4K評価チャート」
撮像素子サイズ別チャート撮影範囲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　選択する撮影範囲と撮像素子サイズの関係
[image: image15.png]


[image: image16.jpg]23 Y
72l

RGB




[image: image17.jpg]
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　撮影条件



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


＊中央のパネルにおける人物チャートと文字・数字チャートは、
　　　　右側が範囲A使用時、中央が範囲B使用時、左側が範囲C使用時のものである。

「測定方法」
1 IP-IF対応防犯カメラ（4K）は、再生専用のPCに接続し4K画質を表示できるモニタに映像を出力するか、「IP-IF対応デジタルレコーダ（防犯用）（4K）」に接続し4K画質を表示できるモニタに映像を出力する。

2 IP-IF対応防犯カメラ（4K）で「RBSS 4K評価チャート」を反射が起こりにくい様に適度の照明を用いて撮影し記録する。中心の照度と4隅周辺の照度ができるだけ均一になる様に照明する。（照度の中央と周辺の差は5%以内が望ましい。）
3 「RBSS 4K評価チャート」は、右上、左上、右下、左下、中央の5ブロックで1組になっている。壁面等の設置にあたっては、上下のチャートは密着させ、左右のチャートは全体の横幅が2742mmになるように設置する。
4 「RBSS 4K評価チャート」は、IP-IF対応防犯カメラ（4K）の撮像素子の有効サイズに合わせて3つの範囲から選択して撮影するようにできている。撮像素子の有効サイズと、使用する範囲は前頁の記載を参照して選択する。
5 IP-IF対応防犯カメラ（4K）の画質で、下限値画質を選定し記録する。該当調査画質を再生しブロック毎の各画角の評価チャートを評価する。

6 RBSS 4K解像度画質評価シートは、画像圧縮方式と1枚当たりのデータサイズを右上に記載する。動画圧縮方式の場合には1枚あたりの平均データサイズでもよい。なお評価画像データは、原則として静止画データ（BMPもしくはJPEG）での提出とする。
(2)評価シート　RBSS 4K解像度画質（静止画）評価シート(Ver.1.0)
	会社名
	

	IP-IF対応防犯カメラ（４Ｋ）
型式とレンズ型式
	カメラ型式[　　　　　　　　　　]

レンズ型式[　　　　　　　　　　]

[F値　　　　]　　メーカ名[　　　　　　　　]

	IP-IF対応デジタルレコーダ　型式（機種名）
	


	測定年月日
	

	①　画像圧縮方式
②　データサイズ
	①　[　　　　　　　　方式]

②　画質欄へ記載のこと

	画像サイズ.
	【　】[3840×2160] 



	提出した画像No.・名称
	


    ＊焦点距離が可変の場合は、WIDE端での画像を提出すること。WIDE端で条件を満たせない場合は、
　　　TELE側に引いた画像でも可とする。その場合は両方の画像を提出すること。

(2-1)　「RBSS 4K解像度画質（静止画）評価シート(Ver.1.0) 」　　画質名（　　　　　　　　）　　データサイズ　　[　　　　　　　KB]
下限値画質　（WIDE端：必須）
	画像
	画角
	人物チャート
	モニタ上

	文字・数字チャート
	モニタ上
	カラーチャート
	モニタ上


	右上
	A
	人物の目鼻がはっきり見える、人相が識別できる
	
	③の文字が読める
	[　　]文字
	
	

	
	A25
	人物の目鼻の特徴が分かる
	
	①の文字が読める
	[　　]文字
	色が判別できる（６色以上）
	[　　]色

	左上
	A
	人物の目鼻がはっきり見える、人相が識別できる
	
	③の文字が読める
	[　　]文字
	
	

	
	A25
	人物の目鼻の特徴が分かる
	
	①の文字が読める
	[　　]文字
	色が判別できる（６色以上）
	[　　]色

	右下
	A
	人物の目鼻がはっきり見える、人相が識別できる
	
	③の文字が読める
	[　　]文字
	
	

	
	A25
	人物の目鼻の特徴が分かる
	
	①の文字が読める
	[　　]文字
	色が判別できる（６色以上）
	[　　]色

	左下
	A
	人物の目鼻がはっきり見える、人相が識別できる
	
	③の文字が読める
	[　　]文字
	
	

	
	A25
	人物の目鼻の特徴が分かる
	
	①の文字が読める
	[　　]文字
	色が判別できる（６色以上）
	[　　]色

	中央
	A25
	人物の目鼻の特徴が分かる
	
	①の文字が読める
	[　　]文字
	
	


(2-2)　「RBSS 4K解像度画質（静止画）評価シート(Ver.1.0) 」　　画質名（　　　　　　　　）　　データサイズ　　[　　　　　　　KB]

下限値画質　（TELE側：必要に応じて提出）
	画像
	画角
	人物チャート
	モニタ上

	文字・数字チャート
	モニタ上
	カラーチャート
	モニタ上


	右上
	A
	人物の目鼻がはっきり見える、人相が識別できる
	
	③の文字が読める
	[　　]文字
	
	

	
	A25
	人物の目鼻の特徴が分かる
	
	①の文字が読める
	[　　]文字
	色が判別できる（６色以上）
	[　　]色

	左上
	A
	人物の目鼻がはっきり見える、人相が識別できる
	
	③の文字が読める
	[　　]文字
	
	

	
	A25
	人物の目鼻の特徴が分かる
	
	①の文字が読める
	[　　]文字
	色が判別できる（６色以上）
	[　　]色

	右下
	A
	人物の目鼻がはっきり見える、人相が識別できる
	
	③の文字が読める
	[　　]文字
	
	

	
	A25
	人物の目鼻の特徴が分かる
	
	①の文字が読める
	[　　]文字
	色が判別できる（６色以上）
	[　　]色

	左下
	A
	人物の目鼻がはっきり見える、人相が識別できる
	
	③の文字が読める
	[　　]文字
	
	

	
	A25
	人物の目鼻の特徴が分かる
	
	①の文字が読める
	[　　]文字
	色が判別できる（６色以上）
	[　　]色

	中央
	A25
	人物の目鼻の特徴が分かる
	
	①の文字が読める
	[　　]文字
	
	


(3)　評価ガイドライン　「RBSS 4K解像度画質（静止画） 評価ガイドライン(Ver.1.0)」
判定の詳細

	■　人物チャート
	判断者には、下記判断する特徴点の評価基準を説明し評価させる。

判定者は下記特徴点でＯＫになった特徴点番号を上記シートに記入して、さらにOKかNG記号を記入する。

	画角A
	人物チャートの画角で「人物の目鼻がはっきり見える、人相が識別できる」とは、以下の特徴点での判断による。

①と②は必須、③～⑥の4項目中3項目がOKであれば、全体でOKとする。評価シートには、全体がNGでもOKでも、OKの特徴点番号を記載する。

	
	特徴点
	判断基準

	
	①あごの形状がわかる
	あごの輪郭の境がわかるだけではNG、あごの輪郭が歪むが左右の違いがわかればOK。

	
	②女性のほほのふくらみがわかる
	ほほの輪郭の境がわかるだけではNG、ほほの輪郭が歪むが盛り上がりがわかればOK。

	
	③眉の形状がわかる
	眉とは分からないが何か映っているだけではNG、眉の輪郭が歪むが眉とわかればOK。

	
	④歯並びがわかる
	歯とは分からないが何か映っているだけではNG、歯であることがわかればOK。

	
	⑤男性の髪の分け目がわかる
	分け目らしきものが見えるだけではNG、分け目の輪郭は歪むが分け目としてわかればOK。

	
	⑥男性の白目がわかる
	白目らしきものが映っているだけではNG、輪郭は歪むが白目と黒目の区別がつけばOK。

	画角A25
	人物チャートの画角で「人物の目鼻の特徴が分かる」とは、以下の特徴点での判断による。2項目ともOKであること。ただし、範囲Bまたは範囲Cを使用する場合は、少なくとも①がOKであれば可とする。

	
	特徴点
	判断基準

	
	1 目と鼻が特定できる
	目と鼻の区別がつく場合（両者の中心が見える及びそれらの距離関係が判る）はOK。ただし、範囲Bまたは範囲Cを使用する場合は、目または鼻の識別ができればOKとする。

	
	②あごの輪郭がわかる
	あごの輪郭の境がわかる場合はOK。


	■　文字・数字チャート
	判断者は元の文字内容を知らない者が行い、判断者が判読文字を読み上げ判定者が記録する。

判定者は合否にあたって、「1とＩ」「5とS」「DとO（オー）と0（ゼロ）」「2とZ」の文字の場合においては、各々の組合せ内での読み間違いは合と判定する。

判定者は記録された判断者の文字について合否判定し、さらに画角毎の基準にもとづく合否判定する。

	画角A
	判断者には「文字・数字チャートの上から3番目③の文字は21文字の英字または数字である」ことを告げてから判断させる。
記録された判断者の文字について合否判定し合っている文字数を記入して、さらに下記基準にもとづきOKかNGを記入する。
判断基準：21文字の合否を判定し、100％の21文字が 正しく回答されていればOKとする。ただし、範囲Bまたは範囲Cを使用する場合は、文字が読めればOKとする。

	画角A25
	判断者には「文字・数字チャートの一番上①の文字は8文字の英字または数字である」ことを告げてから判断させる。
記録された判断者の文字について合否判定し合っている文字数を記入して、さらに下記基準にもとづきOKかNGを記入する。
判断基準：8文字の合否を判定し100％の8文字が 正しく回答されていればOKとする。


【付録資料06】　高度セキュリティ機能の評価方法
高度機能　高度セキュリティ機能の評価にあたっての対応方法：

RBSSの認定申請は、開発製造販売会社（以下「メーカ」という。）やOEM供給品を自社ブランドで取扱うメーカ、販売会社（海外製品を含む）も可能である。したがって、要求基準を満足するために義務付ける要求内容を、それらが対応できるようにする必要がある。

高度セキュリティ機能は、サイバー攻撃への耐性を求める内容であるが、メーカとOEMメーカや販売会社では、あきらかに対応できる技術能力に差があるので、記載できる内容が異なる可能性が高い。

したがって、申請会社がRBSSの求めるサイバー攻撃への診断や対策方法などを持っている場合と、申請会社がRBSSの求めるサイバー攻撃への診断や対策を第3者に依頼する場合も認めるようにする。

評価と判定について

高度セキュリティ機能の評価と判定にあたり、評価内容が記載された技術解説資料の参考例を以下に記載する。

	測定評価基準
	

	機能1
	ログ保存機能
	1 評価方法

・外部から被測定機器に対してアクセス・操作を行う。

2 基準

・アクセスログ、かつ操作ログを保存できること。

・アクセスログ、かつ操作ログは不揮発性であること。

＜評価参考例＞

・審査員は、実機にてログ保管機能を確認して、取扱説明書などに記載されている内容を確認する。技術解説資料は必要に応じて提出を求める。



	機能2
	ユーザーID、パスワードの暗号化機能
	1 評価方法

・被測定機器にアクセスしてユーザーID、パスワードを入力する。

2 基準

・被測定機器と管理用PC間で送受信されるユーザーID、パスワードが暗号化されていること。

・暗号化されている仕組みの技術解説資料を提出すること。

＜評価参考例＞

・審査員は、技術解説資料に記載されている管理用PCと被測定機器間での認証方式と認証の仕組みについて判定する。



	機能3
	内蔵された記録画像の暗号化或いは秘匿機能及び、取り出された映像の暗号化或いは秘匿機能
	1 評価方法

・画像を記録する。

・汎用ＰＣで記録画像を再生しても、専用ソフトを入れないと再生できないこと。

2 基準

・再生できないようにする仕組みの技術解説資料を提出すること。

＜評価参考例＞

・審査員は、技術解説資料に、記録画像の暗号化機能の操作方法や取扱説明書などの該当ページが記載されていることを確認する。

・審査員は、実機にて暗号化設定画面と専用ソフトでのみ閲覧が可能であることを確認する。



	機能4
	外部攻撃（ハッキング）からの耐性機能
	1 基準

・以下に示す攻撃手口についての対策を持っていること。

1) 記録画像を盗み見される。

2) 記録画像が改ざんされる。

3) 記録画像が閲覧不能とされる。

4) 被測定機器が不正なボットネットに取り込まれ、他のサーバに対してDos攻撃を行ったり、他の機器をボットネットに取り込んだりする。

・攻撃手口への対策については、仕組みが分かる技術解説資料を提出すること。

＜評価参考例＞

・審査員は、申請会社がRBSSの求めるサイバー攻撃への診断や対策方法などを持っているか、申請会社がRBSSの求めるサイバー攻撃への診断や対策を第3者に依頼するかを確認する。

・自社でできる場合

1)、2)　機能3が合格であれば合格とする。

3)　機能2と機能3が合格であれば合格とする。

4)　被測定機器のメンテナンスポートの管理方法やtelnet機能について記載された内容を確認して評価する。

なお、デジタルレコーダ（防犯用）の場合には、3)と4)の対策として、USBメモリ、HDDやSSD、SDカードへの対策も技術解説資料に記載すること。

・第3者に診断や対策を依頼する場合

診断を行う会社と対策を行う会社の双方が事前に協会に来て、機能4　1)、2)、3)、4)について、想定される原因と診断方法及び実績などを説明することを前提とする。

申請会社と第3者の役割分担を確認する。

第3者による脆弱性診断、または判明した問題を改善後の脆弱性診断によるセキュリティ検査結果報告書を技術解説資料として提出する。

なお、デジタルレコーダ（防犯用）の場合には、3)と4)の対策として、USBメモリ、HDDやSSD、SDカードへの対策も技術解説資料に記載すること。




【付録資料09】　別紙-2　推奨スイッチングハブ機能・性能確認用チェックシート

推奨スイッチングハブ機能・性能確認用チェックシート

	確認シート【型式　　　　　　　　】　　　　　　　　　　　　測定日
	年　月　日

	申請会社
	会社名：

所属部署：

測定者(責任者に相当)：

	提供会社
	会社名：

所属部署：

測定者(測定担当でも可)：

	測定機器（型式、バージョン） ：

測定ソフト（型式、バージョン）：

	【性能測定結果】　RFC2544に準拠していること。

	フレーム長（byte）
	測定条件
	64
	512
	1518

	スループット（最大転送レート）
	注記 1
	　　　％
（　　　　bps）
	　　　％
（　　bps）
	　　　％
（　　　　bps）

	レイテンシィ（伝送遅延）（μsec）
	注記 1、2
	ｽﾄｱ&ﾌｫﾜｰﾄﾞ／ｶｯﾄｽﾙｰ

／
	ｽﾄｱ&ﾌｫﾜｰﾄﾞ／ｶｯﾄｽﾙｰ
／
	ｽﾄｱ&ﾌｫﾜｰﾄﾞ／ｶｯﾄｽﾙｰ

／

	フレーム・ロス・レート（ロス率）
	注記 1
	％
	％
	％

	バック・トゥ・バック（フレーム数）
	注記 1
	
	
	

	【搭載機能】

	搭載機能
	機能名
必須機能は網掛け
	機能の有無
	規格番号

	大分類
	小分類
	
	有る場合は○/数
	IEEE／RFC

	レイヤ1
	アクセスポート
	10BASE-T/100BASE-TX
	ポート
	IEEE802.3/IEEE802.3u

	
	
	10BASE-T/100BASE-TX/1000BASE-T
	ポート
	IEEE802.3ab

	
	
	PoE給電ポート(1)
	ポート
	IEEE802.3af/at

	
	
	総PoE給電容量(1)
	W
	

	
	アップリンクポート
	10BASE-T/100BASE-TX/
1000BASE-T
	ポート
	IEEE802.3/IEEE802.3u/
IEEE802.3ab

	
	
	GBIC
	ポート
	IEEE802.3z

	
	
	SFP
	ポート
	IEEE802.3z

	
	ポート設定
	MDI/MDI-X　手動・自動設定
	
	IEEE802.3

	
	
	Full/Half固定　ｵｰﾄﾈｺﾞｼｴｰｼｮﾝ
	
	IEEE802.3u

	レイヤ2
	Vertual LAN
	ｽﾀﾃｨｯｸVLAN
	
	IEEE802.1q

	
	
	ﾀｸﾞVLAN
	
	IEEE802.1q

	
	
	ﾀﾞｲﾅﾐｯｸVLAN
	
	－

	
	認証
	EAP-MD5/TLS/PEAP
	
	IEEE802.1x

	
	QoS
	QoS
	
	IEEE802.1p

	
	パケット制御
	ﾌﾛｰｺﾝﾄﾛｰﾙ
	
	IEEE802.3x

	
	
	ｽﾄｰﾑｺﾝﾄﾛｰﾙ(ﾌﾞﾛｰﾄﾞｷｬｽﾄ)
	
	－

	
	
	AccessControl(MAC)
	
	－

	
	L2マルチキャスト
	IGMP-Snooping
	
	RFC4541

	
	
	IGMP-クエリア
	
	RFC1112(IGMPv1),
RFC2236(IGMPv2),
RFC3376(IGMPv3)

	
	
	フラッディング対策
	
	－

	
	冗長化
	ﾘﾝｸｱｸﾞﾘｹﾞｰｼｮﾝ
	
	IEEE802.3ad

	
	
	ループ回避プロトコル
・ｽﾊﾟﾆﾝｸﾞﾂﾘｰSTP
・ﾗﾋﾟｯﾄﾞｽﾊﾟﾆﾝｸﾞﾂﾘｰRSTP
	
	IEEE802.1d(STP),
IEEE802.1w(RSTP)

	レイヤ3
	ルーティング
	IPルーティング
	
	RFC1812

	
	
	ｽﾀﾃｨｯｸﾙｰﾃｨﾝｸﾞ
	
	RFC1812

	
	
	ﾀﾞｲﾅﾐｯｸﾙｰﾃｨﾝｸﾞ
(RIP,OSPF等)
	
	RFC1058(RIPv1),RFC2453(RIPv2),RFC2328(OSPF)

	
	パケット制御
	Access Control
(IP,TCP/UDP等)
	
	－

	
	QoS
	QoS
	
	RFC2474/2475(TOS,DSCP)

	
	L3マルチキャスト
	ﾏﾙﾁｷｬｽﾄﾙｰﾃｨﾝｸﾞ
(PIM-SM,DVMRM)
	
	RFC2362(PIM-SM),
RFC1075(DVMRP)

	
	
	IGMP V1,V2
	
	RFC1112(v1),RFC2236(v2)

	
	
	IGMP V3
	
	RFC3376

	
	冗長化
	VRRP
	
	RFC2338

	
	補助機能
	DHCPﾘﾚｰｴｰｼﾞｪﾝﾄ
	
	RFC2131

	管理
	リモートメンテナンス
	管理IPアドレス／GW設定
	
	RFC791(ip)

	
	
	IPアドレスの簡易設定
	
	－

	
	
	リモート設定
	
	RFC854(telnet)

	
	ログ出力
	ローカルログ
	
	各社独自

	
	
	Syslogサーバ通知
	
	RFC3164

	
	状態管理　障害通知
	SNMP(Version 1,2)
	
	RFC1157(v1),RFC1901(v2c)

	
	
	SNMP(Version 3)
	
	RFC3411

	
	
	RMON
	
	RFC1757

	
	
	PING応答
	
	RFC792(icmp)

	
	
	E-mail通知
	
	RFC2821(smtp)

	
	時刻補正
	NTPクライアント
	
	RFC1305

	
	補助機能
	ポートモニタリング
	
	－


注記(1)　RBSS高度機能｢5.2.4 電源重畳｣を申請しない場合は、“○”等の記載は不要です。
	注記 1　複数の種類のNICを実装（例：10BASE-T/100BASE-TX/1000BASE-T）している場合、測定に使用する入出力ポートは、10BASE-T/100BASE-TX⇒10BASE-T/100BASE-TXの組合せで行うこと。ただし、単一種類のNICを実装している場合は、上記条件を問わない。
使用ポート測定条件：（　　　　　⇒　　　　　）←測定に使用したポートのNICを記載する。

	注記 2　レイテンシィ測定方式：測定した方式に○印を付ける（複数選択可能）
（【　】ストア＆フォワード遅延時間／【　】カットスルー遅延時間）
・レイテンシィの測定では、測定時間は1分以上であること。双方向で測定すること。
・測定器自身の遅延：該当する側に○印を付ける（【　】含む／【　】含まない）
（測定器自身のレイテンシィを除くことが好ましい）。

	注記 3　必須機能とは、推奨スイッチングハブとして最低限必要と考えられる機能である
必須機能としている理由を以下に示す。
機能名

必須としている理由

10BASE-T/

100BASE-TX

10BASE-T/100BASE-TXは、最も一般的に利用されている仕様であるため、必須機能としている。
管理IPアドレス／GW設定
Pingなどによる状態管理機能は、IP-IF対応防犯カメラ、IP-IF対応デジタルレコーダのRBSS共通機能の要件としている。
IP-IF対応防犯カメラシステム全体を状態管理するためには、スイッチングハブも管理対象とする必要がある。
そのため、スイッチングハブへIPアドレス（GWを含む）の設定は必須機能としている。
リモート設定
IP-IF対応防犯カメラシステムは広域化が可能であり、スイッチングハブが設置されている場所と保守作業員が作業できる場所が離れている可能性がある。
また、一つの場所から集中的に各種機器の制御が行えることが、IP-IF対応防犯カメラシステムの特長であることから、リモート設定を必須機能としている。
ローカルログ
ログ管理は、IP-IF対応デジタルレコーダのRBSS共通機能の要件としている。
ログ情報からの障害解析を行うためには、IP-IF対応防犯カメラシステムの構成機器のログ情報のトレースを行う必要がある。
そのため、スイッチングハブのローカルログを必須機能としている。
PING応答
Pingなどによる状態管理機能は、IP-IF対応防犯カメラ、IP-IF対応デジタルレコーダのRBSS共通機能の要件としている。
IP-IF対応防犯カメラシステム全体を状態管理するためには、スイッチングハブも管理対象とする必要がある。
そのため、スイッチングハブのPING応答を必須機能となる。
NTPクライアント
NTPによる時刻同期機能は、IP-IF対応デジタルレコーダのRBSS共通機能の要件としている。
また、ログ情報からの障害解析を行う際、IP-IF対応防犯カメラシステムの各構成機器の時刻情報が一致している必要がある。
そのため、スイッチングハブのＮＴＰクライアントを必須機能としている。



【付録資料-10】　UPS連動機能　確認用チェックシート
“UPS連動機能”確認用チェックシート
	技　術　報　告　書【管理番号　　　】　　　　　           記入日
	年　　月　　日

	申請会社
	会社名： 

所属部署：

責任者：

	【推奨UPS】

	・推奨UPSが有る場合は記入してください。

	No.
	メーカ名
	型式（品番など）
	出力容量（VA/W）
	確認時期
	オプションなど(1)

	例
	オムロン（株）
	BY75SW
	750VA/450W
	2012/xx/xx
	－

	例
	オムロン（株）
	BY50FW
	500VA/300W
	2012/xx/xx
	－

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	注(1)　推奨機器とするためにオプション類が必要な場合は、その型式（品番など）を記入する。
【連動方式】

	・UPSと接続する方式をすべて記入してください（UPSと連動しない場合は空白とすること）。

	I/F仕様
	方式の有無

有る場合は○
	接続端子

該当するものに○
	機　能

該当するものに○

	接点
	
	（　）プッシュ式ターミナル
（　）D-subコネクタ
（　）その他（　　　　）
	（　）停電信号受信
（　）バッテリーLow信号受信
（　）自動復帰
（　）その他（　　　）

	RS-232C
	
	（　）プッシュ式ターミナル
（　）D-subコネクタ
（　）その他（　　　　）
	（　）停電信号受信
（　）バッテリーLow信号受信
（　）自動復帰
（　）その他（　　　）

	USB
	
	－
	（　）停電信号受信
（　）バッテリーLow信号受信
（　）自動復帰
（　）その他（　　　）

	LAN
	
	－
	（　）停電信号受信
（　）バッテリーLow信号受信
（　）自動復帰
（　）その他（　　　）

	その他
	
	
	（　）停電信号受信
（　）バッテリーLow信号受信
（　）自動復帰
（　）その他（　　　）


【IP-IF用語】
※ 通信ネットワーク用語事典




　株式会社秀和システム
※ 図解でよくわかるネットワークの重要用語解説　著者きたみりゅうじ 株式会社技術評論社
※ 3分間ルーティング基礎講座　　　　　　　　　著者網野　衛二　
　株式会社技術評論社
4：3 チャート(A3版)





4：3  チャートのモニタ表示イメージ





4：3 チャート(A3版)





4：3  チャートのモニタ表示イメージ





4：3 チャート





16：9 チャート





4：3 チャートのモニタ表示イメージ





16：9 チャートのモニタ表示イメージ





【　メガピクセル画像評価シート右上】





【メガピクセル画像評価シート左下】





評価シートブロック





４：３





１６：９





モニタ表示イメージ





撮像素子の有効サイズに応じて選択する撮影範囲は、以下とする。





範囲A： 9.14mm × 5.14mm 以上


範囲B： 範囲Aより小さく、範囲Cより


　　　　　　大きい場合


範囲C： 5.95mm × 3.35mm 以下





RBSS 4Kチャートを下記サイズに設置し、撮像素子の有効サイズに応じて、


撮影領域を変える。





2742mm





範囲C





範囲B





範囲A





1542mm





撮影距離：


＝対象の撮影範囲が


画面いっぱいに入る距離


（焦点距離の約300倍）








別紙-2
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